
イルカ

シンガーソングライター、
IUCN（国際自然保護連合）親善大使、絵本作家

まあるい地球と梅
※講演のみとなっております。歌のプログラムはありません。

宇都宮 洋才
和歌山県立医科大学准教授

梅干しの健康増進機能

金谷　優
梅酒ソムリエ

梅（ume）の種は、夢（yume）の種！
～梅で繋がるご縁・応援・貢献座談会～

武内 和彦
東京大学サステイナビリティ学連携研究機構（IR3S）機構長・特任教授

世界農業遺産と
みなべ・田辺の梅システム

主催：和歌山県、みなべ・田辺地域世界農業遺産推進協議会
後援：農林水産省、国連大学サステイナビリティ高等研究所、ＦＡＯ駐日連絡事務所、毎日新聞社

協賛：アサヒ飲料（株） 、紀州田辺梅干協同組合、紀州みなべ梅干協同組合、JA紀州、JA紀南、JA和歌山中央会・信連・県農・全共連県本部、チョーヤ梅酒（株）、（株）梅丹本舗
運営事務局：東武トップツアーズ株式会社 和歌山支店　担当／水谷、山垣　〒640-8331 和歌山県和歌山市美園町4丁目90番地 山十ビル3F　TEL：073-425-3211　営業時間／平日 9:00～18:00　休／土･日曜･祝日　E-mail：ume2017@tobutoptours.co.jp

入場無料
事前申し込みが必要です。

詳細は裏面をご参照ください。

メインホール500席。
うめまつり会場でもライブ中継が

ご覧いただけます。

伝統農法が育む
「紀州の梅」でもっと元気

11.19
13:30開会

2017

日
イイノホール＆カンファレンスセンター
〒100-0011 東京都千代田区内幸町2-1-1 

世界農
業遺産

「みなべ・田辺の梅システム」
          フォーラム in 東京

※写真はイメージです。
実際の商品とは異なる場合がございます。

梅干し、梅酒、梅関連製品の

販売会を同時開催！！
試食、試飲もあります

定員1000名



11.19
13:00～17:00

2017

日

紀州南高梅で有名な日本一の梅の生産地、
和歌山県みなべ町・田辺市から世界農業遺産で育まれた
「南高梅」や関連商品を展示販売いたします。試食・試飲もご用意しています。

本場の味を是非ご賞味ください！
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梅酒ソムリエ

金谷　優 梅（ume）の種は、夢（yume）の種！～梅で繋がるご縁・応援・貢献座談会～

イルカ
シンガーソングライター、IUCN（国際自然保護連合）親善大使、絵本作家

まあるい地球と梅 ※講演のみとなっております。歌のプログラムはありません。

宇都宮 洋才
和歌山県立医科大学准教授

梅干しの健康増進機能

武内 和彦
東京大学サステイナビリティ学連携研究機構（IR3S）機構長・特任教授

世界農業遺産とみなべ・田辺の梅システム
東京生まれ。女子美術大学に在学中からフォークグループを結成、シュリークスを経て、74年ソロデ
ビュー。翌年の75年『なごり雪』が大ヒットし、シンガーとしての地位を確立する。
活動45周年を経た現在も毎年コンサート活動を継続し、ニッポン放送「イルカのミュージックハーモ
ニー」のラジオパーソナリティは26年目を迎えている。2004年にはIUCN国際自然保護連合初代親善
大使に就任。絵本・エッセイの執筆や、母校である女子美術大学にて客員教授も務め、2012年からは
着物のデザイン・手描き・染め・プロデュースを手掛けるなど活動の幅を広げている。
詳しい情報は、イルカ公式HPへ　http://www.iruka-office.co.jp/

ブルーダイヤファクトリー 代表。1976年2月25日 大阪府生まれ。
2000年3月 摂南大学薬学部修士課程卒業
2009年8月 (株)神鋼環境ソリューション退職
2010年3月 ブルーダイヤファクトリー設立
2014年5月 （一社）梅酒研究会 専務理事
2014年6月 （一社）日本梅酒協会 代表理事
2017年5月 ゆめのたね放送局 ラジオパーソナリティ

1951年和歌山県生まれ。1974年東京大学理学部地学科地理学
課程卒業、1976年同大学院農学系研究科修士課程修了。農学
博士。東京都立大学理学部助手、東京大学農学部助教授、同ア
ジア生物資源環境研究センター教授を経て、1997年より2012年
まで同大学院農学生命科学研究科教授。2008年より国連大学副
学長。2012年より2017年3月まで東京大学サステイナビリティ学
連携研究機構(IR3S)機構長・教授。2013年より2016年6月まで
国連大学上級副学長、国連事務次長補。2016年7月より国連大
学サステイナビリティ高等研究所上級客員教授。2017年4月より
東京大学IR3S機構長・特任教授。2017年7月より公益財団法人
地球環境戦略研究機関（IGES）理事長。中央環境審議会会長、
日本学術会議会員、Sustainability Science誌（Springer）編集
長などを兼務。
専門は、緑地環境学、地域生態学、サステイナビリティ学。人と自
然の望ましい関係の再構築を目指して、アジア・アフリカを主対
象に研究教育活動を展開している。最近では、持続型社会の構
築を目指す俯瞰的な学術としてのサステイナビリティ学の世界的
な拠点形成に向けて奔走している。また、日本の里地里山・里海
の再生を目指すとともに、伝統的な土地利用の再構築に向けた
世界の多様な取り組みとの連携を目指すSATOYAMAイニシア
ティブや、国連食糧農業機関（FAO）が推進する世界農業遺産
（GIAHS）にも深く関与している。
著作に、「地球持続学のすすめ」（岩波ジュニア新書、2007年）、
「サステイナビリティ学」（全5巻、共編著、東京大学出版会、
2010・11年）「Satoyama-Satoumi Ecosystems and Human 
Well-being: Socio-Ecological Production Landscape of 
Japan」（UNU Press、共編著、2012年）、「世界農業遺産」（祥
伝社新書、2013年）、「日本の自然環境政策―自然共生社会を
つくる」（東京大学出版会、共編著、2014年）などがある。

う
めぇ！

2017

大分県出身。東海大学大学院医学研究科修了（医学博士）。専門は細胞生物学。和歌山県立医科大
学講師を経て2010年に同大学准教授に就任、現在に至る。紀州和歌山の梅干しに魅了され、梅効能
研究グループを発足、言い伝えの域を出なかった梅干しの効能を国内外の共同研究によって医学的に
解明。“梅干し博士”としても知られ、マスコミや講演でも活躍中。主な著書は「梅干をまいにち食べて
健康になる本」（キクロス出版）など。

試食、試飲もあります

梅干し、梅酒、梅関連製品の

販売会を同時開催！！
試食、試飲もあります

※写真はイメージです。実際の商品とは異なる場合がございます。

※ご提供いただいた個人情報については、責任をもって管理し、第三者へ開示することはありません。※複数でお申し込みの場合は、この用紙をコピーしてお使いください。※参加券等の郵送物は、「申込代表者」様宛にまとめて郵送いたします。

［日時］平成29年11月19日（日）13時30分開会　［会場］イイノホール&カンファレンスセンター　［参加費］無料

参加ご希望の方は、専用サイトhttps：//conv.toptour.co.jp/shop/evt/ume-forum2017/
または、下記「申込用紙」に必要事項をご記入の上、ファックスにてお申込みください。

FAX073-424-1683［東武トップツアーズ(株)和歌山支店］
フォーラムへの
ご参加について

https://conv.toptour.co.jp/shop/evt/ume-forum2017/専用サイト
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幼児・子ども同伴の有無 ：　無  ・  有 （氏名：　　　　　　　　　　　年齢：　　　才） 聴覚障がいのある参加者様へ。聴講に手話通訳を望まれますか？　 必要  ・  不要
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